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ルーツを訪ねて！「老牧夫回想録」より（高橋照次著）ルーツを訪ねて！「老牧夫回想録」より（高橋照次著）

ワイラケイ地熱発電所（ロトルア南方八〇km）

　地下六〇ｍ～一、四〇〇ｍ（平均七五〇ｍ）７ヶ所から二〇〇℃の蒸気を集めて、之

を三回利用していると云う。私には良くわからないが聞いたまゝ 記録すると、一五〇lb、

八〇lb、三〇lbの三回利用で二〇、〇〇〇、〇〇〇lb以上になると云う。総出力は一八

五、〇〇〇kw/h。

　ホッカ（HuKA）（泡立つ水のマオリ語）、タウポ湖から流れ出た大量の水が岩で挟

められて濃紺の水と白い泡でミックスされてすばらしい色になっている。

　タオポ湖ホテルで昼食

　この国で一番大きな火口湖で大きな鱒釣りで有名だと云う。沢山のヨットや、モータ

ーボートが浮かび、湖畔の広場や木蔭には連休を楽しむキャラバンが群れている。

　これまで沿道の農家でもキャラバンを見受けたが、六畳一間と思われる広さで、中

には台所設備もあり、食堂や寝室にも早変りするらしい。このキャラバンを乗用車で牽

引して行く。そして予約したコンセントにコードをつなげば忽ち別荘になる寸法。

　日本の交通事情ではキャラバンの牽引などとても許されないだろうが。

　湖岸に国花コウウイの並木が続く。更に南下すると荒涼たるトンガリオ高原に出る。

西方には雪をいたゞいたトンガリオ山が雨雲の中に頭をかくしている。こゝ で私は不覚

にも約十五分居眠りをしてしまったので、トンガリォ国立公園は知らずに通ってしまっ

た。この旅行間、視察時間中眠ってしまって見なかった、知らなかったでは相済まない

と思っていたが昼食の食べすぎか気の緩みか、唯一の居眠りなので悔やまれる。この

高原の南部は陸軍演習場だと云う。

　タイハベ附近の地形は今迄と変った山岳地帯の牧場（主として羊）で目を楽しませて

くれる。草もこの附近はオーチャードが相当目につく。一八時三〇分パーマストン・ノー

スのアワプニホテルに到着。

　十月二八日（月）晴

　昨夜の夕食は今迄で最も量が少なく……二人の御婦人を除く十七名の胃袋はどうや

ら牛並に変化しているとみえて皆不足顔だった。

　しかし、今朝のパーマストン・ノース公園が実に美しかったので皆機嫌がなおる。九

時三〇分郊外にある研究所につく。
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酪 農 情 勢 報 告酪 農 情 勢 報 告
1.生乳生産動向

2.販売状況

3.生乳出荷量別生産者戸数

4.トピックス

指定団体

北海道

東　北

関　東

北　陸

東　海

近　畿

中　国

四　国

九　州

（内、宮崎）

都府県

合　計

8月（トン） 前年比（％） 累計（トン） 前年比（％）

321,744

37,136

80,255

5,140

22,566

10,671

22,034

8,005

42,202

5,094

228,010

549,753

92.6

90.3

95.7

87.7

91.0

94.0

95.9

97.7

95.5

96.4

94.1

93.2

1,668,572

199,455

429,061

28,666

124,169

58,040

119,317

43,162

229,865

27,756

1,231,734

2,900,306

95.0

93.8

95.7

92.4

91.9

93.5

96.2

96.0

93.6

93.9

94.5

94.7

令和5年9月15日現在

令和5年9月15日現在

8月

8月（トン） 前年比（％） 累計（トン） 前年比（％）

243,208

29,984

37,619

7,459

127,550

2,583

106,660

2,081

34,716

95

549,753

42,202

区分

全国

九州

全国

九州

全国

九州

全国

九州

全国

九州

全国

九州

用　途

飲用牛乳

はっ酵乳等

特定乳製品

生クリーム

チーズ

合　計

生乳出荷量

合　　　計

最高出荷量

平均出荷量

194t／月

28t／月

戸数

100ｔ以上

80ｔ以上

60ｔ以上

40ｔ以上

20ｔ以上

10ｔ以上

10ｔ未満

～

～

～

～

～

100ｔ未満

80ｔ未満

60ｔ未満

40ｔ未満

20ｔ未満

6戸

3戸

2戸

2 1戸

6 4戸

6 2戸

2 6戸

1 8 4戸

1,267,881

163,865

185,945

36,309

729,654

17,430

532,884

11,784

183,942

476

2,900,306

229,865

94.2

93.9

95.8

100.3

86.6

104.1

99.5

92.7

92.3

99.8

93.2

95.5

95.4

93.0

95.0

98.9

91.6

85.0

97.6

100.7

95.2

99.1

94.7

93.6

（小数点以下の四捨五入等で合計が一致しないことがあります）

酪農課　加藤　喜博

　秋晴れが心地よく、野山が色づき始める季節となりました
が、お健やかにお過ごしのことと存じます。9月中旬に襲来し
た台風13号の接近に伴う大雨被害により、被災された
方々、被害を受けた農業及び畜産関係者の皆様に対し、心
よりお見舞い申し上げます。今年の残暑は、非常に厳しく、9
月後半でも最高気温が30度を超える真夏日が続きました。
朝夕との寒暖差が大きく、それによる体調不良や新陳代謝
が鈍くなるこの時期に夏バテならぬ「秋バテ」があるそうで
すので、自己管理には、十分気をつけたいものです。
　本県の令和５年８月１日現在の酪農家戸数・頭数調査が
まとまり、戸数が１８５戸（前年同期比△１１戸）、乳牛総頭
数が12,390頭（同△436頭）で内、経産牛頭数が8,537頭

（同△273頭）で１戸当たりの総頭数が６７頭（同＋１．５頭）
と全体の戸数・頭数は、減っているものの１戸当たりの総頭
数は、若干、増えている結果となりました。７月の生乳生産量
は、例年より激減し、前年比8.3％減少しておりましたが、8
月・9月は、同4％減少と回復しております。戸数・頭数の減少
と前年度からの生産抑制等が影響しているものと考えられ
ますが、今年の夏は、長く続いた酷暑による生産量の減少と
地域によっては、乾乳牛が増えたことも一因あるようです。
北海道でも記録的猛暑により8月は、同7.4％減少と過去
20年で最大の減少率（胆振東部地震時除く）となっており
ます。
　９月は、生乳需要期となっており、需給状況は、先述した
ように全国的な猛暑による生乳生産量の大幅な減少となっ
たものの、一方で高温による家庭用牛乳の飲用需要の底上
げや学校給食用牛乳の再開が重なり、一時的な逼迫基調
となっております。また、業務用需要に影響を与えるインバ
ウンドは、コロナ禍前と比較し、約8割回復している状況で
す。しかしながら、帝国データバンクの調査によりますと9月
の食品の値上げは、約2,000品目となっており、相次ぐ値上
げによる消費者の購買意欲の減退と為替の円安が続く中、
ガソリン価格も過去最高となり、家計防衛による消費減退
が危惧されます。更には、9月下旬以降は、気温が下がって
涼しくなり、物価上昇等と相まって、厳しい販売状況が続く
と予想されます。このような状況から、九州管内では、昨年
に引き続き、ＬＬ牛乳・バターの特別推進を年末納品に向け
て実施することとなりました。酪農関係者自らが、消費拡大
運動を行うことで少しでも需給改善につながりますので、酪
農家・関係機関一丸となって危機的状況を理解し、この難
局を乗り越えたいと考えますので、ご理解とご協力を賜りま
すよう、よろしくお願い申し上げます。

生乳需給状況～一時逼迫も需要低迷の危惧～

―唯一生き残ることが出来るのは、変化できる者である－
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第623号

　令和5年8月1日現在の酪農家戸数は、

185戸（前年比94.4％）、乳牛総 頭数は

12,390頭（前年比96.6％）、経産牛頭数は

8,537頭（前年比96.9％）となっています。1

戸当たり総頭数は67.0頭で前年より1.5頭増

加しています。

　年間で酪農家の廃業が１１戸ありました。

酪農廃業の主な理由は、体調不良等による

廃業が４戸、高齢による廃業が３戸、和牛繁

殖への転換が１戸、経営不振が３戸でした。

酪農家戸数・頭数調査（令和5年8月1日現在）

酪農家戸数185戸

酪農家戸数頭数調査

農協名
項目 酪農家

戸　数
乳　牛
総頭数

一戸当
総頭数

経産牛
頭　数

一戸当
経産頭数

搾乳牛
頭　数

乾乳牛
頭　数

初妊牛
頭　数

育成牛
頭　数

（令和5年8月1日）（単位：頭）

こばやし

えびの市

計

都 　 城

南 部 酪

計

尾 　 鈴

児 　 湯

西 　 都

宮崎中央

延 　 岡

計

串 間 酪

総 　 計

令和4年8月1日

増 　 減

前 年 比

33

10

43

83

18

101

12

7

6

2

2

29

12

185

196

▲ 11

94.4%

1,575

619

2,194

4,868

1,250

6,118

921

910

1,183

361

55

3,430

648

12,390

12,826

▲ 436

96.6%

47.7

61.9

51.0

58.7

69.4

60.6

76.8

130.0

197.2

180.5

27.5

118.3

54.0

67.0

65.4

1.5

102.3%

1,059

411

1,470

3,514

899

4,413

635

559

693

286

54

2,227

427

8,537

8,810

▲ 273

96.9%

32.1

41.1

34.2

42.3

49.9

43.7

52.9

79.9

115.5

143.0

27.0

76.8

35.6

46.1

44.9

1.2

102.7%

926

354

1,280

3,027

755

3,782

519

489

641

232

46

1,927

354

7,343

7,538

▲ 195

97.4%

133

57

190

487

144

631

116

70

52

54

8

300

73

1,194

1,272

▲ 78

93.9%

178

57

235

459

143

602

102

84

144

45

0

375

68

1,280

1,237

43

103.5%

338

151

489

895

208

1,103

184

267

346

30

1

828

153

2,573

2,779

▲ 206

92.6%

■酪農家戸数・頭数の推移

酪 農 家 戸 数

1戸当飼養頭数

（単位：頭）

（単位：戸）

500

400

300

200

100

300

H24.8.1

309

H23.8.1

287

H25.8.1

278

H26.8.1

264

H27.8.1

250

H28.8.1

240

H29.8.1

228

H30.8.1

217

R1.8.1

210

R2.8.1

201

R3.8.1

196

R4.8.1

47.4

50.1
49.9

44.3

49.5

55.5

58.3

60.1

62.4

65.4

51.8

52.9

185

R5.8.1

67.0

40

45

50

55

60

65

70

75
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1.主要因

①とうもろこしのシカゴ定期は、6月には600セント／ブッシェル台で推移していたが、アメリカ産地の生育に

適した天候や中国向け輸出成約の低調などにより、7月には490セント／ブッシェル前後まで下落した。その後、

アメリカ産地の高温乾燥懸念から一時530セント／ブッシェル前後まで上昇したものの、7月下旬以降は受粉に

適した天候が続いたことから軟調な展開となり、現在は480セント／ブッシェル台で推移している。

今後は、新穀の豊作が期待されるものの、収穫期の天候に左右される相場展開が見込まれる。

②大豆粕のシカゴ定期は、6月上旬には450ドル／トン前後であったが、作付面積が予想を大きく下回ったこと

やアメリカ産地での乾燥懸念から470ドル／トン台まで上昇した。その後、生育に適した天候などにより下落

し、現在は440ドル／トン前後で推移している。

国内大豆粕価格は、主要輸入相手国である中国の大豆粕価格が中国国内の堅調な需要により上昇していること

に加え、為替円安の影響などから値上がりが見込まれる。

2.海上運賃

米国ガルフ・日本間のパナマックス型海上運賃は、原油相場が下落したことなどから一時48ドル／トン前後ま

で値下がりした。8月に入り原油相場が堅調に推移していることに加え、パナマ運河での水位低下に伴う停船日

数の増加により船腹需要が引き締まったことなどから上昇し、現在は55ドル／トンを超える水準で推移してい

る。

今後は、北米産新穀の輸出が本格化することから、海上運賃は堅調に推移することが見込まれる。

配合飼料価格改定の推移について（令和5年10～12月期）

全国全畜種総平均（全農系）トン当たり約2,700円値下げとし、銘柄別に決定する。
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農学部 ナンノ教授のひとりごと

海で潮を感じ、丘で草を感じ… 南野　快

　市場に行った翌朝、週末だったのでベルファスト

郊外の入り江に向かった。学生時代のボランティア

仲間だった友人（Hさん）がベルファストに在住で、

彼女のご主人（Pさん）が「ディンギーに乗るので一

緒に乗ってみないか」という誘いだった。ディン

ギー（sailing dinghy）とは、動力を風だけに頼る小

型ヨットのことである。一人乗り用から色々ある

が、乗せてもらったのは二人用である。幸い当日の

天候は晴れ、微風が吹く絶好のヨット日和だった。

入り江の側には造船場が見える。かつてタイタニッ

クが作られた場所だ。私にとって生まれて初めての

ヨット操作だったが、Pさんが丁寧に教えてくれた

お蔭で楽しく風を感じることができた。

　ところで、Pさんはかつてヨット（ここで言うヨッ

トはキャビンと発動機を備えた大型ヨットを指す）

で単独無寄港世界一周を２回成功させた冒険野郎

（畏敬の念を込めて、あえて“野郎”と言おう）であ

る。また、2000年にグレートブリテン島とアイルラ

ンド島の単独ヨット無寄港一周の最速世界記録（当

時）保持者でもある。今は仕事の関係で時間がない

が、定年後にはヨットで日本を訪れる予定とのこ

と。事前に情報を得ようとして日本の港（ヨットク

ラブ）に寄港時の受け入れや手続きについてメール

を送っているのだが、返信が来ないとのこと。残念

である。「東京に行く前に宮崎に寄ってほしい。」と

私はお願いしたので、サンマリーナ宮崎の関係者の

皆様、もしも海外からメールが来たら返信してくだ

さい。私が問い合わせて回答をPさんに送ることも

できるのだが、やはり英語で直接本人に返答して欲

しい。今は翻訳ソフトで誰でも簡単に英文でメール

のやりとりができるはずなので。ちなみにPさんの

大型ヨットは、この入り江の一角の陸上に建てられ

た大きなビニールハウス内に保管され、次の航海を

待っていた。

　午後はHさんが勤務しているベルファストの

キャンプヒルを訪ねた。キャンプヒルは、心的障が

い者等が共同生活を行なっている場所で、全世界に

100カ所以上で展開されているキャンプヒル運動

をベースとして運営されている。この施設に牛がい

ると言うので見学させてもらった。放牧地に行くと

７、８頭の成牛が草を食んだり、ゆったり反芻した

りしている。多くは子牛が側にいる。牛だけでなく

豚も飼っているが、この施設で居住する人が消費す

るのに足りるだけの家畜を有しているとのことで

ある。極めて平和で牧歌的な風景がそこにあった。

ベルファストのキャンプヒルにいた牛の親子．

ショートホーンの母牛と、ヘレフォードの種牛を交配して

生まれた子牛．

写真2： 

ベルファストにディンギークラブがあり、

この入り江でメンバーが週末に自分のディンギーに乗って

技術を修得しつつ、ゆったりと時間を過ごしていた．

写真1： 
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JA

M
– CP 17.0% TDN 72.0%
–

– CP 17.0% TDN 74.5%
–
–

– CP 17.0% TDN 74.0%
–

18
– CP 18.0% TDN 74.5%
–

S
– CP 17.0% TDN 74.0%
–


